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統計的機械学習で扱うデータ中には、利用可能な離散構造が存在する場合が多い。例えば、変数間のグラフ

構造やグループ構造、又は階層的構造などが挙げられる。このような構造を正則化の枠組みの中で利用する方

法として、構造正則化学習と呼ばれる一連の方法が知られる。特に F. Bachは、既存の多くの構造正則化項

が、凸的性質をもつ集合関数である劣モジュラ関数の連続緩和で表されることを示している [1, 2]。

本講演では、構造正則化と劣モジュラ関数の関係を概説すると共に、この関係から得られる学習上の有用性

について議論する。特に、劣モジュラ関数のあるサブクラスを考えることで、グラフカットによる高速な学習

アルゴリズムが得られることを述べる [3]。又、事前分布として同様の構造を表現した際のベイズ推論につい

ても、その変分推論が同様の計算に帰着されることについても述べる [6]。本講演の最後では、我々が取り組

んできたものを中心に、いくつかのこれらの応用例を紹介する [8, 5, 4, 7]。
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